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５
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奥

藤

奥

井

第
四
十
三
回
港
区

親

善
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

七
月
二
十
四
日
、
港
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。

開
会
式
で
は
主
催
の
港
区

協
議
会
・
森
下り

竜ゅ
う

会
長
が

港
区
の
バ
レ
ー
界
は
今
や
戦

国
時
代
。
ど
の
チ
ー
ム
に
も
優

勝
の
可
能
性
が
あ
る
。
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
よ
う
なあ

諦き
ら

め
な

い
プ
レ
ー
で
優
勝
を

。
田
端

尚ひ
さ

伸の
ぶ

・
港
区
長
が

家
庭
の
中

で
時
間
を
割さ

い
て
ス
ポ
ー
ツ
す

る
の
は
大
変
だ
が
、
そ
の
中
で

交
流
も
生
ま
れ
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
繋つ

な

が
る
。
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
よ
う
な
女

子
パ
ワ
ー
で
充
実
し
た
大
会

爽
や
か
に
選
手
宣
誓
す
る
市
岡

小

主
将
・
戸
川
こ
ず
え
さ
ん

に

と
選
手
た
ち
を
激
励
。
市

岡
小
の
戸
川
こ
ず
え
主
将
が

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
負
け

な
い
よ
う
力
一
杯
プ
レ
ー
し
ま

す
！

と
宣
誓
し
ま
し
た
。

◆
息
詰
ま
る
決
勝
戦

白
熱
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を

勝
ち
抜
い
て
決
勝
に
進
ん
だ
の

は
波
除
小
と
築
港
小
。
四
試
合

目
と
あ
っ
て
疲
れ
が
頂
点
に
達

す
る
中
、
ミ
ス
に
も
声
を
か
け

て
励
ま
し
合
い
な
が
ら
息
詰
ま

る
攻
防
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
波
除
小
は
岡
坂
主
将

を
中
心
に
冷
静
で
無
駄
の
な
い

動
き
を
最
後
ま
で
崩
さ
ず
、
北

川
・
山
下
両
ア
タ
ッ
カ
ー
に
ボ

ー
ル
を
集
め
て
効
果
的
に
得

点
。
中
山
主
将
の
切
れ
の
あ
る

ス
パ
イ
ク
な
ど
で
対
抗
す
る
築

港
小
を
終
始
リ
ー
ド
し
、
二
十

一
対
十
四
、
二
十
一
対
十
五
と

連
取
し
て
勝
利
し
ま
し
た
。

◆
池
島
八
幡
屋
小
が
３
位

波
除
小
は
二
連
覇
。
平
成
元

八
年
の
八
連
覇
を
含
む
優
勝

十
九
回
は
断
ト
ツ
の
一
位
。
伝

統
の
力
を
生
か
し
た
貫
禄
の
優

勝
で
し
た
。
築
港
小
は
勝
て
ば

昭
和
四
十
六
年
以
来
四
十
年
ぶ

り
二
回
目
の
優
勝
で
し
た
が
、

一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
位
は
池
島
小
と
八
幡
屋

小
。他
チ
ー
ム（
築
港
中
、港
中
、

港
南
中
、
市
岡
中
、
市
岡
東
中
、

港
晴
小
、
三
先
小
、
市
岡
小
、

南
市
岡
小
、
弁
天
小
、
田
中
小
、

磯
路
小
）
も
健
闘
し
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
阪さ

か

上が
み

眞ま

奈な

美み

・

区

協
副
会
長
が

皆
さ
ん
の

輝
い
た
表
情
に

幸
せ
な
お
母

さ
ん

を
感
じ
た
。
負
け
た
後

も
審
判
な
ど
の
役
割
を
果
た
す

姿
が
健け

な

気げ

で
可
愛
か
っ
た
。
こ

の
輝
き
を

活
動
に

と

講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

◆
次
大
会
に
向
け
課
題
も

優
勝
し
た
波
除
小
（
久
保た

敬か
し

監
督
）
は
毎
週
、
同
校
で
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
岡
坂
美み

香か

主
将
は

連
覇
が
目
標
だ
っ

た
の
で
と
て
も
嬉
し
い
。
初
戦

は
体
が
硬
く
て
苦
し
い
展
開
で

し
た
が
、
段
々
流
れ
が
よ
く
な

り
ま
し
た
。
（
三
連
覇
へ
の
課

題
は
）
卒
業
す
る
三
人
の
穴
埋

め
と
レ
シ
ー
ブ
の
強
化
で
す
。

準
優
勝
だ
っ
た
築
港
小
（
藤

本
礼
子
監
督
）
は
同
校
で
週
二

回
の
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
中
山
江え

麻ま

主
将
は

準
優

勝
は
卒
業
す
る
三
人
へ
のは

餞な
む

にけ

な
り
ま
し
た
。
皆
が
気
持
ち
を

一
つ
に
プ
レ
ー
し
た
こ
と
、
サ

ー
ブ
カ
ッ
ト
が
う
ま
く
い
っ
た

こ
と
が
最
後
ま
で
残
れ
た
要

因
。
（
優
勝
へ
の
課
題
は
）
ミ

ス
し
た
後
の
気
持
ち
の
切
り
替

え
で
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
に
は
港
区

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
（
萩
野
久

美
子
会
長
）
が
審
判
団
と
し
て

協
力
。
大
阪
府
柔
道
整
復
師
会

港
支
部
か
ら
八
木
接
骨
院
（
港

晴
）
八
木
院
長
、
ご
う
整
骨
院

（
市
岡
）
桂
院
長
が
常
駐
し
、

応
急
処
置
を
施
し
て
選
手
た
ち

の
安
全
を
支
え
ま
し
た
。

２連覇を果たして喜ぶ波除小 チーム
（後列左端は森下竜・港区 協議会
会長）と、準優勝の築港小 チーム
（後列右端は阪上眞奈美・区 協副会長）

校

選
手
が
爽
や
か
プ
レ
ー

第
三
回
中
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会

が
七
月
十
日
、
港

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
港
南
中
な
ど
市
内
十
校
か

ら
参
加
し
た
約
百
三
十
選
手
が

爽
や
か
な
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
港
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
利
用
団
体
交
流
会
・
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
実
行
委
員
会
（
岡

野
三
津
茂
代
表
）
が
主
催
。
シ

ン
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ

・

ビ
ケ

ン
テ
ク
ノ
・
共
同
体
、
大
阪
市

港
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
、

弁
天
町
店
が
後
援
。

試
合
は
三
年
の
部
と
一
・
二

年
の
部
に
分
か
れ
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
三
年
の
部

に
は
城
東
、
大
桐
、
蒲
生
、
港

南
、
東
住
吉
、
今
宮
、
大
淀
の

七
校
か
ら
十
チ
ー
ム
・
六
十
三

選
手
が
出
場
。
二
ゾ
ー
ン
に
分

か
れ
て
の
各
総
当
た
り
予
選
リ

ー
グ
戦

総
合
順
位
決
定
戦
の

結
果
、
港
南
中
チ
ー
ム
（
竹
内

華
奈
子
、
稲
川
は
る
ね
、
坂
本

莉
奈
、
長
澤
菜
生
、
土
井
琴
加

の
五
選
手
）
が
東
住
吉

と
の

決
勝
戦
を
二
対
一
で
制
し
て
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。
東
住
吉

が
準
優
勝
。
城
東

が
三
位
、

大
淀
が
四
位
。港
南
は
２
連
覇
。

●
１
・
２
年
は
港
南
３
位

一
方
、
一
・
二
年
の
部
に
は

大
桐
、
蒲
生
、
東
住
吉
、
今
宮
、

港
南
、
鶴
見
橋
、
淀
な
ど
の
中

学
校
か
ら
十
チ
ー
ム
（
合
同
チ

ー
ム
含
む
）
・
六
十
四
選
手
が

出
場
。
二
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て

の
各
総
当
た
り
予
選
リ
ー
グ
戦

総
合
順
位
決
定
戦
の
結
果
、

港
南
中
チ
ー
ム
（
植
野
綾
香
、

村
上
菜
摘
、
柴
田
弘
美
、
寺
井

彩
華
、
中
井
智
香
子
、
奥
田
千

冬
、
川
本
莉
子
、
財
部
生
奈
の

八
選
手
）
が
東
住
吉
と
の
三
位

決
定
戦
を
制
し
て
三
位
に
入
り

ま
し
た
。
淀
が
優
勝
、
今
宮
が

準
優
勝
、
東
住
吉
が
四
位
。

熱
戦
と
共
に
、
終
了
後
は
全

員
で
会
場
を
清
掃
す
る
な
ど
教

育
の
視
点
を
欠
か
さ
な
い
爽
や

か
な
運
営
も
印
象
的
で
し
た
。

３
年
の
部
で
２
連
覇
を
果
た
し

た
港
南
中
３
年
生
チ
ー
ム
（
後

列
５
人
）
と
１
・
２
年
の
部
で

３
位
に
入
っ
た
港
南
中
２
年
生

チ
ー
ム
（
前
列
７
人
）

■
第

回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
大
阪
大
会
で
港
区
３
校
が
健

闘

市
岡
商
業
は
七
月
十
六
日

の
一
回
戦
で
山
田
に
〇
対
一
〇

で
五
回
コ
ー
ル
ド
負
け
。
港
は

七
月
十
五
日
の
一
回
戦
で
大
教

大
池
田
に
八
対
四
で
勝
利
。
二

十
二
日
の
二
回
戦
は
北
摂
つ
ば

さ
に
三
対
〇
で
勝
利
。
二
十
四

日
の
三
回
戦
は
関
西
創
価
に
延

長
十
回
、
四
対
五
で
敗
れ
た
。

市
岡
は
七
月
十
日
の
一
回
戦
で

枚
方
津
田
に
七
対
二
で
勝
利
。

十
七
日
の
二
回
戦
は
星
翔
に
五

対
八
で
敗
れ
た
。
来
年
三
月
に

廃
校
が
決
ま
っ
て
い
る
市
岡
商

業
は
、
今
大
会
が
最
後
の
大
会

と
な
っ
た
。

■
大
阪
市
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会

で
波
市
チ
ー
ム
が
健
闘

第
三

十
八
回
大
阪
市
各
区
子
ど
も
会

対
抗
親
善
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
大
会
（
大
阪
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
協
議
会
、大
阪
市
主
催
）

が
七
月
十
日
、
大
阪
城
公
園
野

球
場
で
開
催
さ
れ
、
港
区
代
表

の
波
市
チ
ー
ム
は
一
回
戦
で
、

優
勝
し
た
中
泉
尾
子
ど
も
会
チ

ー
ム
と
対
戦
。
熱
戦
の
末
、
八

対
十
一
で
惜
敗
し
た
。

■
大
阪
港
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
で

港
区
チ
ー
ム
健
闘

大
阪
港
カ

ッ
タ
ー
レ
ー
ス
（

大
阪
港
み

な
と
ま
つ
り
ボ
ー
ト
天
国
２
０

１
１

の
一
環
。
実
行
委
主
催
。

二
十
二
回
目
）
が
七
月
十
七
日

に
天
保
山
岸
壁
前
面
海
域
で
開

催
さ
れ
、
六
十
八
チ
ー
ム
（
男

子
四
十
二
、
女
子
二
十
六
）
が

参
加
、
う
ち
港
区
か
ら
は
二
十

四
チ
ー
ム
（
男
子
十
六
、
女
子

八
）
が
出
場
。
梅
雨
明
け
の
強

烈
な
日
差
し
の
下
、
波
し
ぶ
き

を
あ
げ
な
が
ら
力
一
杯
オ
ー
ル

を
漕こ

い
だ

写
真
。
港
区
チ
ー

ム
で
は
六
位
ま
で
の
入
賞
は
な

か
っ
た
が
、
男
子
で
は
ド
ラ
ゴ

ン
ス
ピ
リ
ッ
ツ（

辰
巳
商
会
）

が
一
回
戦
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
賞
、

（
澁
澤
倉
庫

）
が

同
二
十
二
位
賞
（
二
十
二
回
記

念
）、

（
大

阪
市
港
湾
局
）
が
同
ブ
ー
ビ
ー

賞
、

マ
リ
ン
ス
タ
ー
ズ（

新
日
本
検
定
協
会
）
が

来
年

は
二
回
戦
で
漕
ぎ
ま
賞
受
賞
。

■
中
国
武
術
で
高
く
ん
が
ジ
ュ

ニ
ア
日
本
代
表
に

市
岡
小
学

校
五
年
生
の
高こ

う

龍り
ゅ

大う
だ

くい

ん
が
六

月
、
第
六
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア

武
術
選
手
権
大
会
の
日
本
代
表

に
選
ば
れ
た
。
中
国
武
術
（ち

長ょ
う

拳け
ん

・
棍こ

ん

術
・
刀と

う

術
な
ど
）
の
近

畿
大
会
、
日
本
大
会
、
日
本
代

表
選
抜
合
宿
な
ど
で
の
好
成
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
。
こ
の
う

ち
長
拳
は
中
国
武
術
の
中
で
最

も
一
般
的
な
拳
法
で
、
体
操
の

床ゆ
か

運
動
の
よ
う
に
全
身
を
用
い

た
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
伸
び
や
か
な

動
き
が
特
徴
。
高
く
ん
は
七
歳

で
習
い
始
め
た
。

■
少
年
野
球

連

合
（
港
ヤ
ン
キ
ー
ス
、
福
崎
ヤ

ン
チ
ャ
ー
ズ
、
市
岡
ア
ト
ミ
ッ

ク
、
港さ

侍む
ら

ジい

ャ
イ
ア
ン
ツ
、
弁

天
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ン
ズ
、
北
恩お

加か

島じ
ま

少
年
野
球
部
の
軟
式
六
チ

ー
ム
）
主
催
の
第
十
二
回
大
阪

市
長
杯
・
第
十
三
回

杯
大
会
は
灼
熱
の
太
陽
の

下
、
区
内
外
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

舞
台
に
順
調
に
進
行
。
同
連
合

各
チ
ー
ム
は
他
の
大
会
に
も
参

加
し
健
闘
。

六
五
七
六

七

一
九
一
駿す

る

河が

。

■
大
阪
・
港
ボ
ー
イ
ズ
（
少
年

硬
式
野
球
）
中
学
部
は
真
夏
の

強
烈
な
日
差
し
の
下
、
自
然
に

囲
ま
れ
た
広
大
な
太
子
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
猛
練
習
。
八
月
の
二
大

会
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
三
年

生
は
悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う
集
中

力
を
高
め
て
い
る
。
硬
式
に
興

味
あ
る
小
中
学
生
の
体
験
練
習

・
入
部
説
明
随
時
。

六
五
七

一

六
七
五
三
ス
ポ
ー
ツ
さ
ん

わ
又
は

〇
九
〇

七
三
五
六

九
九
一
二
横
山
。

■

八
幡
屋
（
少
年
少
女
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
）
は

サ
ッ
カ

ー
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴

ら
し
さ
を

勝
ち
負
け
に
こ

だ
わ
ら
ず
楽
し
い
サ
ッ
カ
ー

を

を
理
念
に
活
動
。
他
の
習

い
事
と
両
立
の
選
手
多
数

体

験
入
部
随
時
。
女
子
・
未
体
験

者
歓
迎
。
小
学
生
は
水
木
土
曜

十
七

十
九
時
、
幼
児
は
土
曜

十
六

十
七
時
、
八
幡
屋
小
で

練
習
。
週
一
回
練
習
で
も
可
。

〇
八
〇

四
四
九
九

七
七

三
七
堀
之
内
監
督
。

■
港
区
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
大
阪
み
な
と

三
名
の

新
入
部
員
を
迎
え
て
現
部
員
に

も
良
い
刺
激
と
な
り
練
習
に
活

気
。九
月
は
三
日
、十
七
日（
土
）

に
池
島
小
、四
日
、十
八
日（
日
）

に
南
市
岡
小
、
十
日
、
二
十
四

日（
土
）に
三
先
小
で
九
時
か
ら

練
習
。
見
学
・
体
験
歓
迎
。
中

学
生

。

〇
七
〇

五
六

五
九

四
八
三
一
萬よ

ろ

井
。

■
弁
天
出
身
の
天あ

ま

ノ
若わ

か

大
相

撲
名
古
屋
場
所
（
愛
知
県
体
育

館
）
で
三
勝
四
敗
。
序
二
段
・

西
七
七
枚
目
、
玉
ノ
井
部
屋
。

本
名
天
野
清き

よ

智と
も

、
三
十
二
歳
。

平
成
七
年
夏
場
所
入
門
。

天ノ若

港 新 聞ス ポ ー ツ（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 月曜日ス ポ ー ツ

みなと通り�

フレン�
ドリー� クリー�

ニング�

中
央
大
通り
�

朝
潮
橋
駅
�

至�弁
天
町�大

阪
港
方
面�

�

市
岡
方
面�美容院美容院�美容院�


